
おらとこの「いつもの」
4つのエリアで食べくらべ！

やまがた観光情報センター（10：00～18：00※年中無休）☎023-647-2333 やまがたへの旅 検 索

村
山
エリア村山

山
形
県
の
ほ
っぺ
に

人
も
お
い
し
さ
も
集
ま
る
。

山
形
観
光
の
一
大
拠
点

蔵
王
や
月
山
、朝
日
連
峰
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
盆
地・

村
山
エ
リ
ア
。こ
の
山
の
峰
々
が
雲
を
分
け
、く
っ
き
り

と
し
た
春
夏
秋
冬
を
生
み
出
し
た
こ
と
が
、独
特
の

文
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。県
の
中
心
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
多
く
、秋
に
は
日
本
一の
芋
煮
会
、

冬
に
は
樹
氷
ま
つ
り
も
。そ
ば
や
中
華
そ
ば
の
名
店
が

ひ
し
め
く
中
、最
近
で
は
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
や
ビ
ス

ト
ロ
な
ど
も
各
地
に
オ
ー
プ
ン
、地
場
の
食
材
を

使
っ
た
新
た
な
名
物
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

最
上
川
の
船
頭
た
ち
が
荷
を
待
つ
間
に

食
べ
た
と
い
う
里
芋
と
棒
鱈
の
鍋
と
、上
杉

鷹
山
が
起
源
の
牛
肉
食
文
化
。こ
れ
ら
が

融
合
し
た
村
山
の
芋
煮
は
、里
芋
と
牛
肉
、

こ
ん
に
ゃ
く
、ネ
ギ
に
醤
油
味
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
。秋
に
な
れ
ば
河
原
に
集
ま
り
、

「
今
日
、何
回
目
だ
っ
す
？
」「
う
ぢ
ほ
、�
回

目
だ
な
っ
す
」と
挨
拶
を
交
わ
す
。こ
れ
も

ま
た
、村
山
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
の
で
す
。

問
／
や
ま
が
た
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
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芋
煮
［            ］村山
エリア

多くのそば店が点在する村山エリア。
初秋の街道を走れば、赤い茎に白い
花咲くそば畑に出会えるでしょう。在来
種を始め、山形生まれの品種も多数。

村山
エリア

美食

秋
の
河
原
を

に
ぎ
わ
す
芋
煮
会

コ
シ
の
強
い
田
舎
そ
ば
に
、鶏
肉
の
ダ
シ
が
効
い
た

甘
じ
ょ
っ
ぱ
い
つ
ゆ
を
ぶ
っ
か
け
て
味
わ
う
。も
と

も
と
は
酒
の
締
め
の
楽
し
み
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
つ
っ
た
い
肉
そ
ば
」こ
そ
が
肉
そ
ば
の
本
流
。煮
た

親
鶏
の
歯
ご
た
え
と
旨
み
も
魅
力
で
す
。発
祥
で

あ
る
谷
地
を
中
心
に
、肉
そ
ば
自
慢
の
店
は
町

内
に
14
軒
ほ
ど
。村
山
各
地
で
も「
つ
っ
た
い
の
」

「
あ
っ
づ
い
の
」が
楽
し
め
ま
す
。

問
／
河
北
町
商
工
会 
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肉
そ
ば
［河北町］

鶏
の
風
味
豊
か
な

冷
た
い
そ
ば

コシが自慢の田舎そばをどうぞ

山形の中心地である村山には酒蔵が15蔵。奥
羽山脈の峰よりいずる湧水で、伝統の味わい
を醸しています。蔵見学が楽しめるところも。
問／山形県酒造組合 ☎023-641-4050

出
羽
桜
酒
造
﹇
天
童
市
﹈

数々の賞を受けた
銘酒揃い

コレしか食べない
常連さんも

そば街道
［村山エリア］

村山の最上川流域には、山形三大そば街道と呼ばれる尾花沢・大石
田・村山が存在。個性豊かな板そばがスタンダードです。

待っても
食べたい
打ちたて

ごはんのお供は
すしにも最高

漬物寿司［山形市］
漬物にしない野菜はない、というほどに漬物文化
が発達した山形。色も味わいもさまざまな漬物を、
地元のお米と華やかな寿司に。
問／やまがた観光情報センター ☎023-647-2333

鳥中華［天童市］
まかない食だったそばつゆと鶏肉、中華そばの
組み合わせが、今やそばを凌ぐ人気に。鶏のコ
クとネギ、海苔、揚げ玉が実に好相性。
問／天童市観光物産協会 ☎023-653-1680

やまがたへの旅 そば街道 検 索詳細については

［定助そばや］
四代目 杉浦 正治さん ［定助そばや］

杉浦 夏美さん

3.江戸時代から麩づくりが盛んだった東根市の六田。老舗「文四郎麩」では、その伝統の味を現代の食に活かしたさまざまな料理が
味わえます。  交通／JR山形新幹線さくらんぼ東根駅から車で約5分　問／文四郎麩 ☎0237-42-0117　4.地元産「はえぬき」を使った切り
だんごは、柔らかくてもっちもち。「ずんだん」「しょうゆ」などの定番に加え、洋仕立ての味も人気。  交通／JR山形新幹線大石田駅から徒歩
約15分　問／最上川千本だんご ☎0237-35-2312　5.楢下宿の街道沿いに建つ、こんにゃくづくしの専門店。懐石コースにスイーツ、昔
ながらの玉こんにゃくなど、多彩なおいしさはお土産にも。  交通／JR山形新幹線かみのやま温泉駅から車で約15分　問／丹野こんにゃく 
☎023-674-2351　6.綿羊生産の盛んな昭和初期から、蔵王半郷地区で親しまれていた羊肉の焼肉。厚切りのラムを兜型の丸鍋で焼き、
果物の風味が活きた手作りダレで味わいます。  問／蔵王温泉観光協会 ☎023-694-9328

麩
料
理
﹇
東
根
市
﹈

3

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
﹇
山
形
市
﹈

6

最
上
川
千
本
だ
ん
ご
﹇
大
石
田
町
﹈

4

こ
ん
に
ゃ
く
懐
石

﹇
上
山
市
﹈

5

尾花沢新庄道路

尾花沢 I.C.

大石田
村山 I.C.

東根北
I.C.

おいしい
山形空港

羽前長崎

羽前山辺 山寺
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慈恩寺 
［寒河江市］

天平18年（746年）に開山し、江戸時代には寺領2800石余を安堵された東北随一の巨刹。日
本の仏教史上重要な文化財の数々に出会うことができます。
交通／JR左沢線寒河江駅から車で約15分
問／慈恩寺寺務所 ☎0237-87-3993

16

温泉温泉

村山
エリア

蔵王温泉 
［山形市］

硫黄の香りが鼻をくすぐる蔵王
の湯。自然に抱かれた渓流の大
露天風呂や３つの共同浴場、個
性豊かな宿など、さまざまなシ
チュエーションで楽しめます。
※大露天風呂は11月下旬から冬季
　閉鎖
交通／JR山形新幹線山形駅から
　　　車で約40分
問／蔵王温泉観光協会　
　　☎023-694-9328

23

天童温泉 
［天童市］

将棋駒の産地としても知られる
天童は、県のほぼ中央に位置し
観光の拠点としても人気。近代
的なホテルから純和風の旅館ま
で、さまざまな宿が並びます。
交通／JR山形新幹線天童駅から
　　　車で約10分
問／天童温泉協同組合　
　　☎023-653-6146

21

かみのやま
温泉 ［上山市］

上山城の城下町、そして羽州街
道の宿場町として栄えた上山。
風情あふれる城下町散策や蔵
王登山を楽しんだ後は、あたたま
りの湯と地ワインでゆっくりと。
交通／JR山形新幹線かみのやま温
　　　泉駅から車で約5分
問／上山市観光物産協会　
　　☎023-672-0839

22

銀山温泉 ［尾花沢市］
江戸時代には公儀山として栄え
た銀山。川を挟んで向かい合うよ
うに木造三層四層の旅館が軒を
並べ、ガス燈ともる夜や冬景色
は大正ロマンそのもの。
交通／JR山形新幹線大石田駅から
　　　車で約30分
問／銀山温泉観光案内所　
　　☎0237-28-3933

20

9月13日（金）～11月10日（日）
秋の特別拝観開催中！

自然自然

秋
の「
く
い
の
こ（
杭
掛
け
）」

風
景
も
見
も
の

緩
や
か
な
斜
面
に
扇
状
に
広
が
る
14
O
H
の
棚
田
は
、「
神
が
落

と
し
た
扇
の
田
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
美
し
さ
。ヒ
メ
サ
ユ
リ
園
の

あ
る
一
本
松
公
園
か
ら
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
通
／
1
9
左
沢
線
左
沢
駅
か
ら
車
で
約
20
分

問
／
朝
日
町
農
林
振
興
課 
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椹
平
の
棚
田

く
ぬ
ぎ
だ
い
ら

［朝日町］

まるで金色の
扇のよう！

秋のおすすめイベント

全国の名物鍋はもちろん海外からも鍋料
理が集結、自慢の味を競い合います。たら
ふく味わい、「鍋将軍」の投票に参加を。
交通／ JR山形新幹線天童駅から車で約10分
問／天童商工会議所 青年部 ☎023-654-3511

令和鍋合戦 
［天童市］

14 秋のバラまつり
［村山市］

約7haのバラ公園内に世界各国の約750

品種、2万株余りのバラが満開。高貴な香
りのバラのソフトクリームも味わえます。
交通／ JR山形新幹線村山駅から車で約10分
問／村山市商工観光課 ☎0237-55-2111

13 宝珠山ライトアップ
［山形市］

通称・山寺、宝珠山立石寺の五大堂と開山
堂をライトアップ。JR山寺駅から根本中堂
までの道にも約70個のキャンドルが灯る。
交通／ JR仙山線山寺駅から徒歩約5分
問／山寺観光協会 ☎023-695-2816

12

11月17日（日） 9月14日（土）～ 30日（月） 10月27日（日）～11月10日（日）

11 面白山紅葉川
渓谷 ［山形市］

宮城県との県境、面白山の裾野。
トレッキングコースには黄色に赤
に染まる広葉樹と常緑の針葉樹
が入り乱れ、コントラスト豊か。
交通／ JR仙山線面白山高原駅から
　　　徒歩約５分
問／山形市観光戦略課 

　　☎023-641-1212

緑なす山の稜線を背に、黄金色
の稲杭が規則正しく並ぶ光景の
素晴らしさ。天日干しの米は、
ゆっくりした乾燥と熟成によりお
いしさも格別。
交通／ JR左沢線羽前山辺駅から
　　　車で約15分
問／山辺町産業課農村整備係 

　　☎023-667-1106

大蕨棚田 
［山辺町］

おおわらび

10

古より出羽三山を目指す行者たちで賑
わった六十六里越街道。今では全国か
らドライブファンが訪れます。夏スキーの
メッカである月山が秋にはミネカエデや
ナナカマドなどが鮮やかに紅葉し、リフト
で錦秋に染まる山々のトレッキングを満
喫できます。
交通／ JR左沢線寒河江駅から車で約50分
問／月山朝日観光協会 ☎0237-74-4119

月山花笠ライン
［西川町］

9

豪族・大江氏の左沢楯山城跡地が公園に。山頂に立つ東
屋からの眺めは最上川全域の中でも絶景と名高く、朝日連
峰や蔵王、最上川や左沢の町並みを一望。
交通／ JR左沢線左沢駅から車で約5分
問／大江町観光物産協会 ☎0237-62-2139

楯山（日本一）公園 ［大江町］8

歴史・文化歴史・文化

最上川舟運の終点・中山町。船荷を待つ船頭たちが、川辺の
松に鍋をかけて棒だらと里芋を煮て食べたのが「芋煮会」そし
て「鍋掛松」の発祥と言われています。
交通／JR左沢線羽前長崎駅から徒歩約15分
問／中山町観光協会 ☎023-662-2114

鍋掛松 ［中山町］17

奥の細道でも最大の難所とされた峠道も、今やドライブルート
に。芭蕉がたどった「歴史の道」は、ブナが繁る散策道に整備さ
れています。
交通／JR山形新幹線大石田駅から車で約30分
問／尾花沢市役所商工観光課 ☎0237-22-1111

山刀伐峠 ［尾花沢市］18

芭蕉の句でも有名な山寺。山全体が修業と信仰の場であり、煩
悩を清める1,015段の石段を上れば、根本中堂、せみ塚、仁王門
など見どころにあふれています。
交通／JR仙山線山寺駅から徒歩約5分
問／山寺観光協会 ☎023-695-2816

山寺［山形市］19

紅花や米の集荷・出荷によって財を成した富豪・堀米四郎兵衛の屋敷跡を
資料館に。豪華な紅花衣装やひな人形などを展示しています。
交通／JR山形新幹線さくらんぼ東根駅から車で約15分
問／河北町紅花資料館  ☎0237-73-3500

紅花資料館 ［河北町］15

時間 約3時間30分（所要時間）
日程 通年 ※年末年始を除く

料金
小型車（4人乗り） 15,500円
中型車（4～ 5人乗り） 19,000円
特大車（9人乗り） 22,500円
※入館料、飲食に関する経費は別途
　必要

予約 要

山形駅乗降場所

http://yamagatakanko.com/
log/?l=464551

U R L

山形地区ハイヤー協議会の
加盟会社及び協会問合せ

タクシー
プラン

タクシーで巡る
山形の酒蔵＆ワイナリー
（朝日・寒河江 ワイナリー・
酒蔵巡りコース）

詳しくはお問合わせください。

この料金は2019年9月1日現在のものです。

1314 やまがた観光情報センター（10：00～18：00※年中無休）☎023-647-2333 やまがたへの旅 検 索


